
改善箇所説明図① 

 
 
 
 

 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プレート 

不具合発生部位 

ショベル・ローダの排気管において、排気管の設計が不適切なため、強度が不足しているものがあ

る。そのため、そのままの状態で使用を続けると、原動機の振動により当該排気管が共振して亀裂が

生じ、最悪の場合、排気ガスが漏れるおそれがある。 

ターボﾞ 

排気管 

改善措置の内容 

全車両、排気管を対策品に交換し、 

サポートブラケットを追加する。 

 

識別：サポートブラケットに 

白ペイントを塗布する。 

注：      は、交換部品を示す。 

注：      は、追加部品を示す。 

【改善前】 【改善後】 

DPF 

現行品ベローズ:20 山 改善品ベローズ:14 山 

サポートブラケット 

白ペイント塗布位置 

排気管（3 分割タイプ） 


